
特別警戒区域内（レッドゾーン） 気象情報及び
⼟砂災害の危険度分布

(キキクル)

警戒区域内（イエローゾーン）

町⺠の⾏動 ⼤島町の対応 ⼤島町の対応 町⺠の⾏動

既に災害が発⽣・切迫してい
る状況であり、命を守るため
の最善の⾏動をとる

緊急安全確保
【警戒レベル５】の発令

・⼤⾬特別警報
【警戒レベル５相当】

・住⺠等からの災害発⽣情報
緊急安全確保
【警戒レベル５】の発令

既に災害が発⽣・切迫している
状況であり、命を守るための最
善の⾏動をとる

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

避難が完了していない⽅は直
ちに避難
危険が差し迫っている場合、
命を守る⾏動をとる 避難指⽰

【警戒レベル４】の発令

・⼟砂災害警戒情報
【警戒レベル４相当】

・⼟砂災害危険度：極めて
危険

避難指⽰
【警戒レベル４】の発令

避難を開始
ただし、危険が差し迫ってい
る場合、命を守る⾏動をとる

避難を開始
・⼟砂災害警戒情報
【警戒レベル４相当】

・⼟砂災害危険度：⾮常に
危険

⾼齢者等避難
【警戒レベル３】の発令
要⽀援者への⽀援開始

要⽀援者など避難に時間のか
かる⽅や危険を感じた⽅は避
難を開始
それ以外の⽅は、避難準備

要⽀援者など避難に時間のか
かる⽅や危険を感じた⽅は避
難を開始
それ以外の⽅は、避難準備

⾼齢者等避難
【警戒レベル３】の発令
要⽀援者への⽀援開始

・⼤⾬警報（⼟砂災害）
【警戒レベル３相当】

・⼟砂災害危険度：警戒
注意喚起の放送 気象情報や防災⾏政無線放送に

注意し、避難⾏動の確認
気象情報や防災⾏政無線放送
に注意し、避難⾏動の確認 注意喚起の放送

・⼤⾬注意報
【警戒レベル２】

・⼟砂災害危険度：注意

基準の留意事項
気象庁が発表する気象情報は、⼤島町全域が対象

となります。町が発令する避難指⽰等は、どの地域
の危険性が⾼いかを⼟砂災害の危険度分布（キキク
ル）や気象庁が発表する避難警戒レベル相当情報・
⼤島における⼟砂災害と⾬量の関係の知⾒などを基
に総合的に判断して発令します。このため、⼟砂災
害警戒情報などが発表されても、直ちに⼤島町全域
に避難指⽰等が発令されるわけではありません。
暴⾵や⾬の状況等で避難が難しいと思われるとき

は、早めに避難情報を発令する場合があります。ま
た、警報等が発表されても⽣命に危険を及ぼすよう
な災害発⽣の可能性が極めて低いと判断したときに
は避難指⽰等を発令しない場合があります。
避難情報を発令した際は対象地域と避難所を防災

⾏政無線、エリアメール、Twitter等で周知します。

避難指⽰等を判断する防災気象情報の種類
災害発⽣などの情報【警戒レベル５】(⼤島町)
急傾斜地の崩壊や⼟⽯流などの災害が発⽣している状

況を把握した場合に、可能な範囲で「緊急安全確保」を
発令します。

⼤⾬特別警報【警戒レベル５相当】
災害がすでに発⽣している可能性が極めて⾼い情報と

して運⽤し、必要な範囲で「緊急安全確保」を発令しま
す。

⼟砂災害警戒情報【警戒レベル４相当】
「避難指⽰」発令の判断材料とします。

⼤⾬警報(⼟砂災害)【警戒レベル３相当】
「⾼齢者等避難」発令の判断材料とします。

⼤⾬注意報【警戒レベル２】
町では情報連絡態勢をとります。また、必要に応じて

対策会議等を開催していきます。

早期注意情報【警戒レベル１】
気象庁が警報級の可能性を「中」または「⾼」で発表

します。

避難⾏動の考え⽅
【⾼齢者等避難】
災害の発⽣する可能性が⾼まった状況です。⾼齢者や

避難⾏動要⽀援者など避難に時間がかかる⽅は、避難を
⽀援する⽅と避難⾏動を開始します。
⼀般の⽅は、家族との連絡や⾮常持出品の⽤意など避

難の準備や⾃主避難を開始します。

【避難指⽰】
災害の発⽣する可能性が明らかに⾼まった状況または

極めて⾼い状況です。
⼀般の⽅は、避難を開始します。
ただし、状況によっては、直ちに避難を完了するか、

まだ避難をしていない場合は⾄急避難する必要がありま
す。

《命を守る⾏動》
⼟砂災害においては、基本的に早めの⽴ち退き避難を

⾏う必要がありますが、がけ崩れや沢の氾濫が発⽣して
いて外にでるのが危険と判断した場合などは、⼗分な耐
⼒を有する鉄筋コンクリート造等の建物の上階への屋内
安全確保（垂直避難または待避）や沢から離れた場所へ
移動するなど、命を守る⾏動をとってください。

⼟砂災害警戒区域等警戒避難体制の基準
令和３年５⽉２０⽇現在

⼟砂災害の危険度分布
(キキクル)

極めて危険【警戒レベル４相当】
⾮常に危険【警戒レベル４相当】
警戒【警戒レベル３相当】
注意【警戒レベル２相当】

 ⾃分の命を守るのは最終的にはみなさま個⼈です。
いつでも避難⾏動がとれるよう、避難所・避難経

路・家族との連絡⽅法の確認や⾮常持出品など事前
に準備しておきましょう。

危険度が⾼まった場合に、
該当する格⼦が危険度に応
じた⾊で塗りつぶされます。
(気象庁ホームページ)



避難準備と避難の⼼得
●避難所、経路、⾃宅や周辺の危険個所の確認をしておきましょう。
●避難するときは防災⾏政無線放送の内容や消防団員の指⽰などにしたがって避
難⾏動をしてください。
●隣近所で声を掛け合い、⾼齢者などの安全に配慮してください。
●逃げ遅れた場合、崖崩れや沢の氾濫が発⽣しているときに外へ出ると危険な場
合もありますので、近所の頑丈な建物の２階など安全な場所へ避難するなど⾝の
安全を守る⾏動をとってください。
●⼟砂災害等の前兆現象には、地鳴り、⼭鳴り、⽯のぶつかる⾳、落⽯、地⾯の
ひび割れ、盛り上がり、⽔の濁り、斜⾯からの噴出しなどがあります。現象が
あった場合は、直ちに避難してください（前兆がない場合もあります）。
●警戒区域以外でも、崖、沢などが近くにある場合は、⽇頃より前兆現象などに
注意し、⾝を守る⾏動を確認しておきましょう。

備蓄・⾮常時持ち出し品リスト
●いざというときに⽀障がないように、⾷品類の賞味期限や持出⽤品の不備を定期的に点
検しましょう。また、⾃宅だけではなく、職場などにも準備し、いつ起こるかわからない
災害に備えることも⼤切です。

●各避難所にはアルファ化⽶、⽔、安眠マット、⽑布などは⽤意していますが、各ご家庭
でいざという時に何が必要か話し合っておき、必要な持ち出し品を整理しておきましょう。

□ 貴重品 現⾦（⼩銭も）・貯⾦通帳・印鑑・⾝分証明書・権利書
など

□ ⾷料 簡易⾷料（乾パンなど）・⽸詰・レトルト⾷品・アレル
ギー対応⾷品 など

□ 飲料⽔ ペットボトル⼊り飲料⽔ など

□ ⾷事⽤具 ⽫・コップ（紙、プラスチック）・割り箸・スプーン
など

□ ⽇⽤品
ポリ袋・ライター・ヘルメット（防災頭⼱）・笛・ブ
ザー・万能ナイフ・⽸切り・包装⽤ラップ・⽔筒・カイ
ロ・ティッシュ・ウエットティッシュ など

□ 照明・情報
懐中電灯（予備電池も含む）・携帯電話・充電器・携帯ラ
ジオ（予備電池も含む）・メモ帳・筆記⽤具・家族、親族、
知⼈連絡先⼀覧 など

□ 応急医薬品 救急セット・常備薬・持病薬・三⾓⼱ など
□ ⾐類・タオル 下着・靴下・軍⼿・⾬具・運動靴・タオル など

□ その他 粉ミルク・ほ乳瓶・離乳⾷・紙おむつ（乳幼児、⾼齢者
⽤）・おしりふき・⽣理⽤品 など

問合せ先：⼤島町役場防災対策室 04992‐2‐0035

警戒レベルと避難情報の発令
●避難警戒レベル
令和３年5⽉に災害対策基本法の⼀部が改正され、これより「避難情報に関するガイドライ

ン」も改訂されました。
5段階の警戒レベルが導⼊されましたが、警戒レベル4の避難勧告、避難指⽰(緊急)の意味の違

いが正しく住⺠に理解されていなかったり、わかりにくい状況だったため、以下のとおり変更と
なりました。

※内閣府(防災担当)・消防庁のチラシを⼀部修正


